
コ
ッ
ク
さ
ん
、板
さ
ん
御
用
達
の
ま
ち│

│
│
合
羽
橋
道
具
街

店舗の2階窓辺に並ぶコックさんの
マネキン。さながら六地蔵だ

Nつくばエクスプレス
「浅草」駅

東京メトロ
銀座線「田原町」駅

上
野

雷
門

←

←

●

●

かっぱ橋道具街通り

　

観
光
客
で
年
中
ご
っ
た
返
す
浅
草
雷
門
か
ら
西
へ
７
〜
８
分
歩
く
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
商
店
街

が
現
れ
ま
す
。
巨
大
な
業
務
用
の
や
か
ん
や
鍋
、
数
え
き
れ
な
い
種
類
の
包
丁
、
色
と
り
ど
り

の
ノ
レ
ン
や
提
灯
、
店
舗
用
の
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
ｅ
ｔ
ｃ
。
飲
食
店
で
使
わ
れ
る
業
務
用
品
ば

か
り
扱
う
店
が
立
ち
並
ぶ
「
か
っ
ぱ
橋
道
具
街
通
り
」
で
す
。

　

８
０
０
m
ほ
ど
の
通
り
と
周
辺
に
、
食
の
プ
ロ
御
用
達
の
店
約
１
７
０
店
舗
が
ズ
ラ
リ
。
業

務
用
と
は
い
え
小
売
店
の
た
め
、
包
丁
や
ロ
ウ
細
工
の
食
品
サ
ン
プ
ル
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
日

本
な
ら
で
は
の
土
産
を
探
す
外
国
人
観
光
客
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
。

　

商
店
街
の
起
源
は
大
正
初
期
。
現
在
は
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
堀
が
あ

り
、
両
岸
に
数
軒
の
古
道
具
商
が
店
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
だ
と
か
。
「
か
っ
ぱ
橋
」
の
名
は
、

川
に
架
か
っ
て
い
た
「
合
羽
橋
」
に
由
来
し
ま
す
。

　

そ
の
後
菓
子
道
具
の
店
が
し
だ
い
に
増
え
、
空
襲
で
全
焼
し
た
も
の
の
、
戦
後
は
日
本
一
の

道
具
街
へ
と
成
長
し
て
今
に
至
り
ま
す
。

　

玩
具
の
蔵
前
。
人
形
の
浅
草
橋
。
衣
料
品
の
馬
喰
町
。
周
辺
に
い
ろ
ん
な
問
屋
街
も
あ
っ
て
、

下
町
散
歩
に
オ
ス
ス
メ
。



な
ぜ
山
深
い
里
が
天
領
に
？

│
│
│
飛
騨
高
山
・
上
三
之
町

　

名
古
屋
か
ら
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
の
特
急
で
北
上
す
る
こ
と
約
２
時
間
半
、
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む

飛
騨
の
高
山
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

内
外
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
上
三
之
町
、
上
二
之
町
な
ど
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
中
２
階
の
町
家
が
連
な
る
ま
ち

並
み
は
整
然
と
し
て
美
し
く
、
は
る
か
昔
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
で
す
。

　

か
つ
て
飛
騨
高
山
藩
の
城
下
町
だ
っ
た
ま
ち
で
す
が
、
藩
政
に
よ
り
商
業
が
重
視
さ
れ
た
た

め
、
町
人
地
が
武
家
地
よ
り
広
く
、
今
に
残
る
１
４
０
軒
以
上
の
町
家
か
ら
往
時
の
繁
栄
ぶ
り

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
ま
ち
は
、
元
禄
時
代
に
藩
主
金
森
氏
が
東
北
の
出
羽
国
へ
転
封
と
な
り
、
幕

府
直
轄
の
天
領
に
。
天
領
時
代
の
代
官
屋
敷
、
高
山
陣
屋
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
山
深
い
場
所
が
な
ぜ
と
不
思
議
で
す
が
、
狙
い
は
資
源
確
保
で
し
た
。
当
時
の
建
物

は
木
造
。
暖
房
や
調
理
か
ら
刀
剣
用
の
製
鉄
ま
で
、
生
活
と
産
業
の
根
幹
を
木
と
木
炭
が
支
え

た
時
代
で
す
。
豊
富
な
森
林
資
源
を
抱
え
た
飛
騨
地
方
を
、
幕
府
は
手
中
に
収
め
た
か
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

昔懐かしい職人の店や個人商店が立ち
並ぶ重要伝統的建造物保存地区

●

上
三
之
町

高山陣屋

Ｊ
Ｒ
高
山
駅

重要伝統的建造物群
保存地区

N宮
川


